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１ 開 会

臼田委員長より開会

２ 議 事

（１）ゼロカーボンシティ名寄ロゴマークデザインの選考について

［資料１－１～２］

（２）なよろエコパートナー事業について［資料２－１～３］

（３）令和８年度実施事業の検討について［資料３］

（１）～（３）事務局（総合政策課）から説明。

【質問・意見等】

（１）ゼロカーボンシティ名寄ロゴマークデザインの選考について

・最優秀・優秀賞 1点ずつを事前に行った投票結果を基に選考

（２）なよろエコパートナー事業について

・エコパートナー事業について取り組んでいくことについてはよろしいか。（委員長）

→異議なし（委員）

・どの事業所もゼロ・カーボンという言葉自体は聞いたことがあるが、名寄市がどういうことを目指

していくかなどは分かっていない。また取り組む温度感にも差が出てくると思う。文書だけではな

くて、事業所に出向くなどの体制を徹底していかなければならないのではないか。（委員）

→説明会の開催のほか、件数によって対応できるかはわからないが、事業所に伺うなど丁寧な対応

をしていきたいとは思っている。今後の展開としても事業所に趣旨をご理解いただき、少しでも共

に取り組む仲間を増やしていきたい。

・エコパートナーの表示があっても、市民の皆様にも制度を知ってもらわなければ事業者にメリット

もないと思うので、市民周知も併せてやっていく必要がある。（委員長）

・自主的な取り組みは１つ以上としているがもう少し増やしてもいいものか、委員の皆さんの感覚を

お聞きしたい。（事務局）

→あなたの事業所はこのようなこともチャレンジできるのでは？というようにアドバイスをあげ

てみてもいいのではないか。（委員）

→１個以上としても結果的に３つ、４つできたというのもいいわけなので、最初からハードルを上

げる必要はないのではないか。（委員）

・もう既にゼロカーボンの取り組みをしている事業所もある。そういう事業所にはメリットあるのか、

何もやっていないわけではない。（委員）

→今後実施が予定されるエコパートナー大賞（仮称）で取り上げることも想定できる。様式に以前

実施した取り組みについて記載欄を作ることも想定できる。

→事務局で再度検討をお願いしたい。（委員長）



→申込書に取り組みの記載欄を追加。ホームページ等に掲載する際には過去の取り組みも掲載する。

また今度取り組みを検討する際は、過去の取組等も意識した内容事業内容を考える。（事務局）

・具体的な取り組みについてチェックをつけるのはわかりやすくていいが、電気・燃料の使用量の実

績を調べて数字を出すとなるとハードル高いと感じる。また、削減の実現性がない場合、企業のイ

メージダウンとなってしまうため事業に参画することが難しいと感じる。（委員）

→事業所の燃料等の使用状況について可視化するためにも、数値として把握したいと考えていた。

（事務局）

→必須項目とするのをやめたらどうか。（委員）

→任意とし、実績報告のみで入れる形でどうか。また、削減目標欄は削除してほしい。

→事務局で様式について改めて検討をお願いしたい。（委員長）

→必須項目から任意項目に変更。計画書の燃料報告欄を削除し、取り組み内容の一つとして項目を

追加した。実績報告には欄を残しているが、順序を入れ替えた。任意項目としているが可能な限

り協力いただくように呼びかけをしたい。（事務局）

（３）令和８年度実施事業の検討について

・前年との比較はどのように行うのか（委員）

→対象月と前年同月の電気使用量のわかるものをオンラインフォームで報告いただく。削減量の比

較は事務局で行う。（事務局）

→エネモール等の電力会社が提供する会員制の Web サービス普及のためにも、紙の請求書は対象外

としてもいいと思う。（委員）

・100 名限定だと、名寄市内の世帯数の１％未満である。10年継続しても 10％未満であるから、少な

く感じてしまう。（委員）

→エントリー数を増やして、達成者の上位 100 名にポイント付与などでも良いのではないか。事務

局の負担が増える可能性も考えられるが。（委員）

→夏場にクーラーを使わないようにしてしまうなど、身体に危険を及ぼしてしまうような誤ったメ

ッセージとならないか。夏場の猛暑の期間は外すなど、考えても良いのではないか。（委員）

→今回の事業内容は期間、対象人数、ポイント設定など他自治体も参考にしながら考えたもの。事

業内容は再度検討したい。（事務局）

３ そ の 他

今後のスケジュールについて

事務局（総合政策課）から説明

【直近の事業スケジュール】

エコパートナー事業者募集の開始 10月１日～

ロゴマークデザイン表彰式 10月16日（木）

【次回の委員会開催予定】

・事務局としては今年度は全 3回の開催に変更し、３回目を２月下旬から３月上旬にかけて実施予定

と考えていたが、本日ご意見等をいただき、再度検討をする事項もあることから、書面等にて確認

事項があれば随時ご意見をいただきたいと思う。

・対面での開催について現時点の予定では２月下旬から３月上旬であるため、時期が近くなった際に



改めてご案内をさせていただく。

４ 閉 会

[会議資料]

資料１－１ ゼロカーボンシティ名寄ロゴマークデザイン最終選考資料

資料１－２ 入賞候補作品一覧

資料２－１ なよろエコパートナー事業について

資料２－２ なよろエコパートナー事業実施要領（案）

資料２－３ なよろエコパートナー事業使用様式（案）

資料３ 令和８年度実施事業の検討について


